
研究方法

同じ背丈、葉の数、見た目が類似した個体を選定し、以下

の3つの配置で実験を行った。

【方法①】個別プランターでの対照比較

● 配置: 同様の個体を別々のプランターに植え、1対1で対

照とした。

● 処理: 一方には3%食塩水を、もう一方には水のみを

与えた。

● 目的: 物理的な接触がない場合の、隣接株への影響の有

無を調べる。

【方法②】共通プランターでの隣接比較

● 配置: 同様の個体2株を一つのプランターに植え、互いに

隣接させた。

● 処理: 片方の株にのみ3%食塩水を与え、もう片方の株

（ストレス非付与）への影響を観察した。

● 比較: 両方に水のみを与えた株を別途用意し、対照群とし

た。

● 目的: 根や土壌を介した直接的な影響の有無を調べる。

塩分ストレスが植物の生育に与える影響と緩和策について

研究目的と仮説（問題提起）

本研究の目的は、同じ種類の植物間において、一方にスト
レスを与えた際、隣接する植物にも何らかの負の影響が
及ぶのかを観察し、その環境要因と影響の内容を明らか
にすることである。
ストレス源として塩害を選定し、海水の塩分濃度である3%
の食塩水を用いた。実験の公平性を期すため、食塩水ま
たは水を与える総量を全て1Lに統一した。

研究概要

本研究は、同じ種類の植物間で、一方に与えた塩害
（3%食塩水）ストレスが、隣接株へ伝わり広がっていくか
を検証した。実験は、1対1（個別プランター
または共通プランター）、ストレス株に囲まれた配置の3通
りで実施した。1対1では影響は見られなかったが、3株の
ストレス源に囲まれた非ストレス株には、葉の黄変・落葉
というわずかな負の影響が確認された。この結果は、スト
レスの広がり方や伝わり方には土壌を介した物理的経路
よりも、ストレス源の「数」や「空間的配置」が重要であり、
「植物の共鳴性」を示唆することがわかった。今後は、この
集団的な影響の再現性を検証する。

1度だけ食塩水を与えた 水だけを与えた

塩害のストレスありストレスなし

水だけを与えた

食塩水を与えた

　　　　　　　　　　　利晶学園大阪立命館高等学校　高校１年植物班

参考文献・資料

Arimura, G. et al. "Herbivore-induced volatiles elicit a 
defense response in undamaged neighboring plants"
『植物間のケミカルコミュニケーション』

研究結果

【結果①】個別プランターでの対照比較

● 隣接する非ストレス株には、目立った影響は

観察されなかった。

● 食塩水を与えた株は、茶色く枯れ始め、葉が

散るなどの塩害の兆候が見られた。

● 水を与えた対照株は、緑色を保ったまま

しおれていた。

【結果②】共通プランターでの隣接比較

● 共通の土壌（プランター）であっても、隣接する非ストレス株に影
響は観察されなかった。

● 食塩水を与えた株は、結果①と同様に

茶色く枯れていた。

● 水を与えた株は、結果①と同様に緑色

を保ちしおれていた。

● 共通の土壌を用いた場合でも、塩害に

よる影響は伝播しなかった。

【結果③】ストレス源に囲まれた配置での比較

● 食塩水を与えた株は、結果①、②と同様に茶色く枯れ始め、多く
の葉が落ちていた。

● 中央の水を与えていた非ストレス株

には、わずかながら影響が見られた。

具体的には、数枚の葉を落とし、葉

が黄色に変色しているように見えた。

考察

１．ストレスの伝わり方や広がり方の環境依存性

1対1の比較（方法①、②）では、隣接株への影響はほとんど見ら
れなかった。しかし、塩害（ストレス）を受けている株を多くし、非ス
トレス株を囲む配置（方法③）にした場合、わずかながら影響が確
認された。このことから、より多くのストレス源が周囲にある環境
が、非ストレス株に影響を及ぼしやすいと考えられる。

２．土壌を介した影響の可能性

最も影響が出ると予想していた共通プランターを用いた方法②で

影響が見られなかったことは、塩分が土壌全体に均一に拡散せ

ず、結果②と同様の結果になったと考えられる。

今後の研究課題

● 今回の研究で確認された影響（方法③）の確実性を検証するた
め、これまで行った研究方法を再度実施し、再現性を確認する。

● 実験中に誤って一度食塩水を与えてしまった後に、水を与え続
けた株が存在する。この株の回復過程を追跡調査することで、
植物のストレスからの回復メカニズムに関する新たな知見が得
られる可能性があるため、これを次期研究課題とする。

結論

全体の結果を総合すると、「植物には共鳴性があり、ストレス（塩
害）がかかっている株が近くに多くある（囲まれている）と、非ストレ
ス株にも影響が出る」ということが示唆される。最も影響が出ると
予想していた共通プランターを用いた方法②では、期待したような
顕著な塩害による影響は確認されなかった。

【方法③】ストレス源に囲まれた配置での比較

● 配置: 同様の個体を別々のプランターで4つ用意した。食
塩水を与えた3つのプランターで、水だけを与えた
1つのプランターを囲むように配置した。

● 処理: 3つの株には3%食塩
水を、中央の1つの株には
水のみを与えた。

● 目的: 多数のストレス株に
囲まれた環境が、非ストレ
ス株に与える影響を調べる。
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